Structural Analysis of Bath Water Usage and Demand Forecast by Hosoi, Yoshihiko et al.
入浴用水量の発生構造と将来予測
細井 由彦⇒・城戸 由能つ。竹本 1志保め
lj4■会開発システムエ学科Ⅲりい菊地測量設計事務所
(19餌年8月29日受理)
Structural Analysis of Bath Water Usage and Demand Forecast
by
YO〔れihiko HosoII士Y sinobu KIDOll and Shho TAKEMOTげ)
lDepartment of Social systems‐Engineering
12jKikuchi Surveylng and D∝Ign Office Coi Ltd.
(Received August 29ぅ1996)
The volunte Of waterぃed for batHng,together win wa説|■5。∝upitt a conおト
able tttおoF dOm∝競c water use.B中eciatty since ttOweF banS have spread ov∝laSt
20 yeaFS.This hュs cOnt?buted lo the increa豆4g uSe oF dol■鶴tic water.
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図-2(a) シャワーのみの日数
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浴槽への1回当たりの平均注水量Wiiはつぎのように
表される。































































巧=4.445x10103cxP(=0,1126ブ)    (12)
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長期的な対策としては,溶室を暖かくしてシャワー
使用時の体を温めるための使用水量を減らすための方
法,水温設定が正確に出来て温度調整のために流す水
量を減少させる,使用中にこまめに湯の停止と供給を
定温で行えるようにする等の技術の開発や,シャワー
の使用時間を短くするために,溶拙lAFtt H寺にはできる
だけシャワーの使用をおさえることや,洗温はできる
だけ浴槽を彼用したときの残り湯を利用するなどの生
活上の工夫を進めてゆくことが考えられる.
5,あとがき
シャワーが急速に全世帯に普及 しつつあり,入浴に
おける使用水量はシャヮーの使い方如何にかかってい
る。ここでは, 1日内におけるシャワーの使用回数
や,浴槽にためた残 り水を洗濯に使うなどの組み合わ
せは考慮しなかった。今後の検討課題である.
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